平成２４年度　政務調査費　先進都市調査報告書
	会派名
	市民ネット・むろらん

	議員名
	水江　一弘・小田中　稔・高橋　直美・立野　浩靖・児玉　智明

	調査実施年月日
	平成２４年７月１１日

	調査先　自治体名等
	静岡県沼津市

	調査項目
	港湾振興ビジョン（市場との関係）について

	調査目的
	港湾振興ビジョンがどのような形で反映されているのか

市はどの様に関わっているのか

	報告内容

実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要

　人口：２０６，４４２人（Ｈ２３．１０．１現在）　　　行政面積：１８７．１２ｋ㎡

２　視察内容
1 「港湾振興ビジョン」の概要について

2 平成20年度から24年度に策定したアクションプログラムの

進捗状況と今後の推移について

3 県や民間との連携はどのように行われているのか

4 基盤整備、施設整備に関わる予算措置はどのようになっているのか

5 「みなとまちづくり」について市はどのようなビジョンを持っているのか

6 市場施設見学

	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	沼津港は平成12年に国土交通省から、地域の振興に重要な役割を果たすことが期待される港として「特定地域振興重要港湾」に選定され、これを受けて県が中心となり、平成14年に「観光」を振興の軸とした「沼津港港湾振興ビジョン」が策定されました。整備方針として県東部の物流の拠点、西伊豆への観光交通拠点として、また防災拠点として港湾機能の充実と図るとともに、魚市場周辺の特性を生かした商業・飲食などのサービス機能の充実を図り、内外から多くの人々が集うにぎわい拠点を形成するという内容になっており、平成20年から24年にかけてのアクションプログラムにおいては、進捗状況は遅れているものの、23年度に完成した立体駐車場においては津波避難ビルに指定するなど防災機能も有する施設になっているなど、今度の施設のありかたの参考になりました。沼津港はみなとオアシスの認定も受けており、港から発信するまちづくりにおいても、良港を備えた室蘭においても生かすことが出来る内容でした。


